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エンパワーメント実践において political であること 
 












 私が読んだ文献でも empowerment の語源上の説明があったのが幾つかあった。英
語の好きな高校生だったらおよその見当がつくだろうが、em は en(動詞を作る接頭














言だが、em の意味は動詞を作る接頭辞又は接尾辞、プラス power として覚えていた
私は、確認のため図書館に調べに行った。 
Webster Third New International Dictionary では接頭辞 en(em)の意味を①入れる
(put into 例 encradle)、戴せる(put on to 例 enthrone) 、乗せ(入れ・上げ)る(go into or 
onto 例 embus)、包む(cover or surround with 例 enwrap)②生じさせる(cause to be











































































































ングマン電子辞書だと”relating to the way that people, groups, companies etc. try to 




だが、日本の学者の方々が EP 概念を紹介し(political の訳語として)「政治的」の語を
使うときにしろ、アメリカ人学者が EP に言及する際 political と言うときにしろ、侮
蔑的なニュアンスは私には感じられなかった。私の良き友人で英語学習の先生でもあ









ト実践 を 2 つのレベル(マクロ及びミクロレベル)に分け、前者は personal power の













ではなかろうか。キャシー嬢は、ここでの political の意味について、もちろん”relating 















誌の記事“It doesn’t take much” でこんな文章があった（訳は省略）。“Is it plausible to 
think of happiness not as a state of mind or a state of the pocketbook, but as an 































































社会統制の機能を果たすための合法的パワー(the power legally invested in social 
workers to perform certain social control functions)、クライエントの自己決定制限を
中心に述べてある（[]は上村）。 
以上ハートマンの文章を、上手くないが、私なりに紹介したつもりである。タイト




助で”relating to the way that people, groups, companies etc. try to get advantage 
for themselves” (人々、諸集団、会社等が、自らを有利にしようとするやり方に関係



















もちろん、”relating to the way that people, groups, companies etc. try to get 
























































典(Oxford University Press, 2005) の発音記号をカタカナ表記すれば、empower はイン
パウアで、アクセントは「パ」にある。但し、『ランダム ハウス ウエブスターズ カ
レッジ 英語辞典』（Random House Inc., 2000）の発音記号をカタカナ表記すれば、エ
ンパウアなので、エンパワーメントの表記が間違いとは言えない。 
2 渡辺洋一「エンパワーメントを志向したソーシャルワークに関する一考察」104 頁、『ソ
ーシャルワーク研究 Vol.21No.2』（相川書房・ 1995 年） 
3 前田ケイ「SST のグループワーク実践におけるアドボカシーとエンパワーメント」20




４  Webster Third New International Dictionary Of The English Language 




頁。宮川が引用している E.O.Cox, Ruth J. Parsons の原典は Empowerment－Oriented 
Social Work Practice with the Elderly(California:Brooks/Cole Publishing 
Company ,1994)であり、邦訳は文献９である。 
6 佐々木政人「家族エンパワメントの実践技法」（前注 1）所収。134 頁 
７高間満「相談機関における(福祉事務所)におけるエンパワメントの実践過程」（前注１）
所収。223 頁  
8 今回参照した EP 関係の邦文文献は、この参考文献欄に示した以外は(1)久保美紀「ソー






の展開」出典(『ソーシャルワーク研究 Vol.22No.1 』(相川書房・1996 年)も参照した。
実に得るところ大で、執筆者の方々に感謝申し上げたい。 
9  E.O.コックス、R.J.パーソンズ(小松源助監訳) 『高齢者エンパワーメントの基礎―ソ
ーシャルワーク実践の発展を目指して―』61 頁（相川書房・1997 年）ここの politically
は、「人間関係の問題として(自分やナーシングホームの仲間の状況を意識)するようにな
った。」程度の意味に捉えた。以下 10 参照。 




める、というほうがすっきりするだろう。public は open to or shared by all,との意味が 




level, consciousness of the public nature of the problem and political nature of 
causality begins to emerge.”(原典・Empowerment－Oriented Social Work Practice 




11 （前注９）、64 頁 
12 （前注９）、124 頁 
13 (前注 9)、129～130 頁。ここで、敢えてpoliticalを訳すのを控えた。「政治的」の訳語
は遠慮した。原文は、“In addition、some activities can enable the elder to better 
understand her or his problem and get a sense of the interpersonal and political 
nature of the situation. (Empowerment－Oriented Social Work Practice with the 
Elderly, 112.下線は上村) だが、文脈としては「クライエントが他者のために貢献する
よう激励する」(邦訳書引用箇所 129 頁)を述べているのであり、いわゆる「政治的」と





political の定義を 6 つ教えてくれたが、そのうちの Based on or motivated by partisan 






意味での political はたいてい褒め言葉でないと、1978 年（初版）のロングマン英英辞
典と同じ趣旨の見解も述べてくれた。 
15 Carel B. Germain, Alex Gitterman, The Life Model of Social Work Practice(New 





私は同時にBased on or motivated by partisan or self-serving objectives の意味が裏に
秘められて (implicate) いるようにも思う。 
17 Hartman, Ann. “The Profession is political” Social Work/Volume38, Number.4/July, 






















21 （前注１）58 頁。三原博光第３章「セルフヘルプ活動とエンパワーメント」 
22 supra note 17, 365 
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